
第 49 回全国育樹祭 基本計画の概要 

Ⅰ 全体計画 
開催理念  

2011 年に和歌山県で開催した第６２回全国植樹祭の開催理念を継承しながら、①

守り、次の世代へつなぐ！、②育み、木を活かす！、③共に考え、行動する！の３つ

を行動指針として、様々な人や方法で健全で多様な森林をつくり、「恵みの森」のさら

なる高みを目指します。      

大会テーマ 育てて使おう 地球に優しい 緑の資源 

ポスター原画 別紙の作品 
シンボルマーク・ロゴマーク 別紙のイラストのとおり 
開催日 2026 年秋季（2026 年１月頃に決定、公表予定） 

 
Ⅱ 開催概要 
 １ 全国育樹祭行事 

区分 開催日 会場 参加人数 備考 
お手入れ行事 式典行事の前日 新庄総合公園 約 200 人  
式典行事  白浜会館 約 2,700 人 参加者の負担軽減に努める 
懇談会 式典行事の前日 未定 約 200 人  

 ２ 併催行事 
区分 開催日 会場 参加人数 備考 

育林交流集会 未定 未定 約 200 人 開催日、開催方法を検討 
全国緑の少年団 
活動発表大会 

式典行事の前日 未定 約 300 人  

 ３ 記念行事 
区分 開催日 会場 参加人数 備考 

森林・林業・環境

機械展示実演会 
式典行事の当日

及び翌日 
未定 約 10,000 人  

国民参加の森林づ

くりシンポジウム 
2025 年秋季 未定 約 300 人  

その他の記念行事 2025 年春季 
2025 年夏季 

未定 
未定 

約 200 人 
約 100 人 

わかやま森林と樹木の日記念行事 
都市と山村みどりの少年団交流集会 

その他の関連行事 随時 － －  

 
Ⅲ 運営計画 
   運営体制 2024 年度に「第 49 回全国育樹祭和歌山県実行委員会」を設置 
        2026 年度に「第 49 回全国育樹祭和歌山県実施本部」を設置予定 
   輸送・宿泊計画 お手入れ行事当日と式典行事当日の２日間を基本 

借り上げ車両を中心に輸送計画を策定 
宿泊対象者は県外参加者とする 

   雨天・荒天時等対応計画 行事中止の判断基準となるガイドラインを設定 
 
Ⅳ 広報・協賛 

開催理念や開催意義について広く普及し、開催気運を高めるため、ポスター原画等を

活用して SNS 等で効果的な広報を積極的に行います。 
   開催理念に賛同する企業等などに資金等の協力を広く募集します。 
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ポスター原画 

シンボルマーク／ロゴマーク 


